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彩・岳悠会 笠原 数浩 

 

    涸沢カールで落石 緊迫 

 

今、穂高は秋。ナナカマドの赤い実が日の光に輝

いている。鋭い稜線が雲を引き裂いている。そして

空の青さに心が浮かれる。来て良かったと感じる

瞬間だ。私達は涸沢小屋側にテントを張り気まま

に話し飲食を楽しんでいた。涸沢円形劇場の底で

モッタリと過ごすなんと贅沢で至福な時間！『明

日は北穂でも行こうか』と他愛のない話に盛り上

がっていた 17 時 20 分頃ガッ、ガッッ、ガッガツ

ーン。座っている岩組の遥か下で岩々が勝手に踊

りだしたような地響き！その直後に空気も共振す

る強烈な縦揺れ・・・地震だ！そしてユッサ、ユッ

サと横揺れが涸沢を襲う。 

それはとても長く私達はあたかも心細い蔦の吊

橋を渡っているかのようだ。テント村の人全員が 

 

 

 

 

 

 

 

 

一斉に立ち上がり、辺りは騒然とし悲鳴すら聞

こえる。騒然とするテント村正面の吊尾根下部か

ら巨岩が白埃を巻き上げ激しく転がるさまが肉眼

でもはっきりと見える。そして無数の岩と白灰色

の砂埃が山肌を隠す。北穂高岳下方や北穂沢でも

灰色の埃と無数の岩がなだれ落ちる。北穂南稜を

下山する人のすぐ脇を幾つもの落石が・・・ 

今、荒ぶる山にいる登山者は無事だろうか？ 

北穂高岳下部の砂埃地震の情報が欲しいが携帯が

繋がらない。多くの人が涸沢ヒュッテに移動を始

め岩畳は長蛇の列だ。私達はこの場に留まる。小屋

の中より周囲が見渡せるこの場所が異変に素早く

対応できると判断したからだ。もっとも、この状況

下では一体何処が安全なのだろう？何処へ逃げれ

ば良いのだろう？地震発生から暫くして山岳警備

隊（？）からのアナウンスがあった。 

『今日は下山しないで下さい。明朝、下山道の安

全が確認出来るまで待機して下さい』、私達は非常

食、水、ツエルト等最低限の避難装備をザックに詰

め不要な装備はテントに残す事にする。そして少

しでも早く逃げ出せるようにヘルメットを被り靴

も履いたまま寝袋に入ることにする。夜になって

も断続的な揺れが続いた。 

２時頃、目覚めて外に出ると多数のテントが星

明りに浮かび、いつもの静かな夜景にホッとした。 

翌朝、私達は朝食もせず逃げるように上高地に戻

った。（この地震で亡くなられた山の仲間のご冥福

をお祈り申し上げます） 

 

   砂塵上げ落石の奥穂高岳北東稜無名ﾙﾝｾﾞ  

=DATA= 

山行日：2021 年 9月 19日～20 日 

参加者：彩・岳悠会（笠原数浩、佐伯和彦、 

西村進、引田賢、青木裕治） 
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 ９．１９ 涸沢ゆれる 
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『 高所登山の世界 講演会 』 

主 催：SMSCA 海外登山委員会 

日 時：2021年 10 月 21 日 19:00～21:00 

会 場：大宮シーノ 桜木公民館 

参加者：講師 2、スタッフ 9、会員 22、計 33名 

講 師：SMSCA 会員 

 

第 1 部  伊藤 正孝氏 

「高所環境への影響と高所障害について」 

理事、防衛医科大学校登山同好会、国際山岳医、 

 

第 2 部  大山 光一氏 

「ヒマラヤ高所登山の実践」 

海外登山委員、山岳同人比企、JAC 埼玉支部長 

コロナ禍中、会場の模様 

講演会に参加して 

             海外登山委員 河合 伸尚 

本講座は高所登山に限らず、日々の山行でも知

っておくと良い知識や登山に対する目標や実践、

考え方が詰まった内容であり、とても有意義な 

ものであった。 

第 1部の伊藤正孝氏による講演では「高山病」と

「低体温症」について発症から対処法、予防策は知

っておきたい内容だった。まずは予防が重要で、い

ずれも共通していることは「脱水」であり、登山の

行動中は多くの水分が体から放出されているため、

意識して水分を摂取する必要があることを改めて

感じた。また、体調管理も同様で、飲酒や疲労、睡

眠不足も引き起こす要因になる。安全に登山をす

るためにも体調管理及びスケジュール管理は気を

付けたい。高山病は重度でなければ薬の活用もあ

るが、副作用があるため、事前にどのような症状に

なるのか試すと良いとのこと。低体温症になった

場合、体幹の加温にとどめ、抹消の加温は重要臓器

にダメージを与えてしまうこともあるため注意が

必要。加温方法として湯たんぽの作り方を紹介し

ていたが、これも事前に練習が必要。とにかく「予 

 

防は治療に勝る」と言うことで脱水やカロリー

不足など体調管理に備え続けることが重要である

と感じた。 

第 2 部の大山光一氏による講演ではエベレスト

登頂への実際の映像や写真が映し出され、過酷な

環境下での行動が何よりも印象深かった。登頂に

向けてはシェルパも納得できる綿密な計画と高峰

を数多く登頂するという準備があり、仕事をしな

がらのヒマラヤ遠征を現実のものとする覚悟を感

じられた。そして何より長時間行動できる体力に 

驚かされる。夜のうちに 1000m 近く登って山頂

に立ち、そのまま一気にベースキャンプまで下山

する計画は高所でのリスクにおいて理にかなって

いるが、そのための体力が必要であることは言う

までもない。また、第 1部の講座にもある「備え」

に関して共通する部分があり、どれだけゴールを

イメージできて準備をしているかが成功、無事帰

還する鍵になっていると感じた。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

旧倉尾中学校跡 出発前ミーティング 

 

白石山(毘沙門山)実技講習に参加して 

個人会員 蓜島 正弘 

先日開催された読図、エッセイ集による机上講

習会に参加し、これを基に実地山行を行いました。 

当日は秋晴れのなかヘルメット・地形図・コンパ

スを装備し、小鹿野町旧倉尾中学校跡でミーティ

ングのあと三班に分かれて入山しました。 

長合沢沿いに廃屋を過ぎ、地形図を見ながら進

むと表記されている道が途切れている？そして木

橋が現れるが渡れそうにない、エッセイと地形図

の矛盾点も見えて来ました！先頭が自分たちの班

に入れ替り、沢沿いをかすかな踏み跡を探しなが

ら進むが、誘われる踏み跡、そして踏み跡もなくな

り、悪場が現れ立ち止まる、沢沿いを進むはずだが 

・・面白さと共に地図と対面し、班のメンバーと 

 海外登山委員会  

 個人会員委員会  



(3) 令和 3年 11月 30日        ＳＭＳＣＡ news               72号 

 

相談、講師からアドバイスをもらい悪場を迂回す 

る、現状の装備でどう安全に進むかを考えました。 

悪場を迂回しましたが道は容易ではなく、ロー

プと講師から聞いたチェーンスパイクを装着して

登りました、そして二股と思われる地点、地形図を

基に※正置及び地形を確認し、地形図には少し先に

沢があるので、班のメンバーで確かめに行き、現在

地が二股と確認しました。 

ここから急斜面の尾根がはじまりとても体力的 

にきつかったですが、のんびり自分のペースで稜

線に到着しました。ここから山頂へ直下の急登を

木の根や安定した足場を確認し三点確保しながら

進むと視界が開け 360度の眺望で山頂到着!秩父の

街や武甲山、反対側は奥秩父や両神山に二子山、そ

の間に位置した断崖と高度感ある白石山山頂でし

た。帰路は隣の尾根で鞍部まで急降下、ここでもチ

ェーンスパイクが役立ちました、派生したピーク

があり迷うところもありましたが、無事に池原集

落に下山し、近くのきれいな川で顔を洗いサッパ

リしました。今は GPS地図で四季の名山に、道のあ

る登山もすてきですが、紙の地図で総合的に判断

し、冒険的で少しの不安と大きな期待通りの山行

を楽しめました。 

白石山(毘沙門山) 撮影 加藤富之 

 

※正置（整置） 地図の向きを現地の実際の方向に

合わせること→地図の磁北線とコンパスの針を合

わせる作業。           （加藤補筆） 

 

=DATA= 

山行日：2021年 10 月 3日(日) 

参加者：講師・鈴木 百合子（SMSCA） 

1班:GL 秋庭 栄   (委員）、大河原 裕雄 (会員） 

山口 新二 (UDAC)、森松 恵一郎 (UDAC） 

2班:GL 加藤 富之 (SMSCA）、大淵 紀子   (会員） 

飯田 芳弘 (UDAC） 

3班:GL 笠原 数浩 (委員）、蓜島 正弘   (会員) 

横田 富雄 (会員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導委員会研修会・公開講座 報告 

日 時：2021/10/31 会 場：環境科学国際ｾﾝﾀｰ  

令和 3 年度 指導委員会研修会･公開講座を、10

月 31日(日)午後から環境科学国際センターで開催、

総勢 34 名が参加した。研修は環境問題の体験型展

示施設「彩かんかん（展示館）」の見学、施設内の

生態園鑑賞を、１時間ほど行う内容。 

環境問題を地球市民(地球の一員)の立場で理解

して、行動につなげるきっかけを、やさしく体験出

来る、①地球環境のいま・・。②暮らしに直結した

ごみ問題や地球温暖化を知る・体験する。③あなた

が私が地球を救うことを始めませんかと、施設の

展示内容だった。続く公開講座は「シカが生物多様

性を低下させる！？」演題を、埼玉県環境科学国際

センター専門研究員（博士）角田裕志氏の講師で、

日頃の苛烈な環境負荷を研究している立場から、1

時間半聴講した。縄張りをもたない鹿の集団行動

が、生息域に居る熊やカモシカ、猿など他の動物を

結果、里山に追いやることで、地域固有の希少植物

の絶滅食害などを引き起こしている、などの、研究

成果が紹介された。埼玉県内の鹿では、通常の繁殖

行動が年間２倍である事も分かって来たという。 

 本来の生息域に天敵と言える捕食動物の居ない

鹿害の深刻な事が、ごく身近にある事を実感する、

内容を共有した。 

講演の最後には、多くの質問があり急がれる解

決策として、ジビエとしての活用はどうか？とい 

う質問(対策)については、鹿の食用活用は狩猟や

害獣駆除（通年）行われて居ること。放射能汚染や

搬出リスクで肉質劣化があるなどの難しさ、現状

報告も知ることが出来た。また角田専門研究員（博

士）からは神奈川県や千葉県などの山間部での「蛭

害」が、埼玉県内では極めて少ないなどの特徴が異

なる研究報告を知ることも出来た。 

研修会・公開講座は、午後４時に終了し散会した。 

 

自然保護委員会 委員長 長谷川 茂 

 自然保護委員会  
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自然保護委員会 令和 3 年クリーン登山報告 

 

「JMSCA 山岳保険の説明とＱ＆Ａ」に参加して 

2021 年 9月 8 日（水）  SMSCA WEB会議 

Zoom 形式で開催された「JMSCA 山岳共済の説明

と Q&A」セミナーに参加させていただきました。 

ひとことで“山登り”と言っても、いろいろなジ

ャンルがあります。伴って、安心を得るために保険

制度が用意されています。保険は本来使わないで 

生活できることが最善と考えていますが、まさか

の事態があるものです。普段、自分自身が加入して

いる保険がどのようなものなのか、今どのような

サービスが用意されているのか。 

わかりやすくご説明頂きました。知っているよ 

うで知らなかったことがいくつかありました。 

山岳保険で必要な補償は捜索・救助より、死亡・入

院・通院・対人賠償の方が多いこと。“山岳保険” 

と“相互扶助制度”との違いそして、山岳保険の選

び方です。自分の登山スタイルに合ったものとは

どのようなものか。私のように面倒くさがりだと

加入後は見直しや再検討をすることはあまりなく、

「問題なければオッケー」と、今まで過ごしてきま

した。Q&Aや実例を基に、保険が適応されたケース

や参加された方からの質問と回答で理解度が増し

ました。事故が起こらないことが最善ですが、改め

て安全に登山することと万が一の時のことを並行 

 

           編集・校正 加藤富之 

して考えなくてはいけないと感じることができる

時間になりました。講師を務めていただいた頂い

た日本山岳共済会山岳共済事務センターの瀬田順

一様、誠にありがとうございました。 

最後に、SMSCA ホームページの方にリンクを追加

しましたので、興味を持っていただけましたら覗

いてみてください。 

ホームページ https://www.smsca.or.jp/ 

広報委員 高尾 周太郎 

 

パワーポイント資料「山岳保険について」大変わかり

やすく説明してます。ホームページ参照ください。 

 

日山協山岳共済会 山岳保険は 

登山や各種アウトドア・スポーツなど野外活動

中に遭難事故に遭った際、遭難・救助に要した費用

をお支払いすることはもちろんの事、登山中をは

じめとしたケガによる事故で死亡された場合など

にも保険金をお支払いする保険です。 

2021SMSCAクリーン登山実施一覧
2021/11/12

№ 団体名 実施日
コー
ス

実施内容
参加
者数

報告書作成
者

不燃ごみ 可燃ごみ
ペット
ボトル

所見・要望等

1 桜草山の会 5/16 5 橋場バス停～大霧山～旧定峰峠～京塚バス停 9 多田　康子
缶類2個
ガラス瓶1本

少し 0
・登山口にビン、東屋と頂上にゴミ少し、登山道には無し。
・道標は要所に設置され、登山道も歩きやすい

2 川口登山同好会 6/5 15 芦ヶ久保～県民の森～丸山・大野峠～芦ヶ久保 24 倉持　緑
アルミ缶2本
ガラス瓶1本
ガラス欠片5

1kg 1
・他に、マスク・プルトップを多く収集、金属片
・登山道には、目立ったゴミはありません。
・登山道に倒木が数か所あり。

3 大宮アルパイン 6/6 14 芦ヶ久保～浅間神社～二子山～芦ヶ久保 12 石倉　昭一
飲料缶2本
瓶・ガラス片0.3kg
金属0.5kg

5Kg 4
・ゴミは少なめ。芦ヶ久保道の駅の第２駐車場（ジャリの駐車
　場）の周りにゴミあり。

4 大宮アルパイン 6/6 9 登山口～日和田山～登山口 1 加藤　剛
飲料缶1本
瓶・ガラス片
0.03kg

1kg 1
・日和田山登山口有料駐車場はゴミが多め。東屋でベンチに敷
　いた新聞紙や雑誌回収。マスク5枚。

5 川口市山岳連盟 6/6 21 道の駅小川～仙元山 15 岩武　成秋
缶類19個
ガラス瓶3本
乾電池3本

3kg 7

・地元の方が定期的に清掃、管理されている為、ゴミは少い。
・登山道は少なく、休憩場や東屋周辺にゴミの放置。
・コース案内板の劣化見られる(整備希望)
・地元との連携を図る為、事前に活動PRが図れれば。

6 あゆむ山の会 6/13 21
正丸～三田久保峠～横見山(ツツジ山)～カバ岳
～赤谷～芦ヶ久保

12 伊古田秀子
缶類30個
ガラス瓶10本
乾電池3本

6kg 8
・ガラス破片が多く散乱。
・里に近い程ゴミが多い。

7 毛呂山山岳会 6/26 11 鎌北湖周辺及び県道を１㎞下側 9 平野　新一 缶類40個 10kg 0

8 山学同人　比企 7/10 12
越生役場～無名戦士の墓～西高取山～幕岩展望
台～大高取山～生越役場

9 小池　清孝
缶類6個

0.95kg
ズボン
1.5kg

2
・不燃ごみのうち山にあったのは缶１個、5個は道路沿い。
　ペットボトルも道路沿い。山にはゴミは少なかった。
・ジーンズは木にかけてあったがゴミになると考え回収。

9 加須市山岳連盟 7/19 21
影森駅～岩井堂～武甲山登山口～羊山公園～御
花畑駅

4 道浦　陽司
缶類3個
ガラス瓶2本

0.5kg 2 ・コース中の表記は申し分ないが、入り口が分かりづらい。

10 大宮山岳会 7/22 21
正丸駅～正丸峠～虚空蔵峠～刈場坂峠～高麗川
源流～正丸駅

2 塩谷　壽子
缶類13個
ガラス瓶7本
ワンカップ1

0.5kg 7 ・高麗川源流の看板近くに多数のゴミが放置。

11 無名山塾 8/28 15
芦ヶ久保～大野峠・丸山～県民の森～琴平神社
～横瀬

7 矢田　実
缶類14個
ガラス瓶6本
ワイパー1

1.5kg 10
・全体的に登山道付近のゴミは少なく、 瓶、缶のごみは、古
　いものが多い。マスクゴミが見受けられた。
・休憩ベンチや山頂付近は、ゴミが多かった。

12 大宮山岳会 8/28 15
芦ヶ久保～県民の森～丸山・大野峠～赤谷～
芦ヶ久保

4 塩谷　壽子

缶類18個
ガラス瓶6本
ワンカップ3、
ガラス欠片0.1kg

0.6kg 3
・県民の森へ行く途中で、逆コースからクリーン登山を実施し
　ている無名山塾の皆さんとすれ違う。
・丸山の樹々は数年前に比べてずいぶん育っていた。

13 蕨市山岳連盟 10/23 21
東武竹沢駅～登山口～天王池～官の倉山～石尊
山～登山口～小川町駅

9 吉澤 幸子 缶類数個 2kg 数個
・登山道全般にごみ捨ては少ない。登山道の一部で飴やチョコ
　レート包装紙等を回収。マスクの投棄が多かった。

11団体 117 33.5kg 45本+α

収集ゴミの種類等

      缶類150+α個
      ガラス瓶36本
      ワンカップ4
      ガラス欠片0.4kg+5個
      金属0.53kg

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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ＷＥＢによる「山岳共済説明会」の模様 

 

浦和溪稜山岳会 

創 立：昭和 31年 12月 8日(1956) 

代 表 者：北村 孝 

会 員 数：16 人 新入会員の募集中  

連 絡 先：SMSCAホームページを参照下さい 

集  会：毎月 1回 さいたま市 仲本公民館 

会 山 行：毎月 1回 

合  宿：春(GW)、夏、冬、その他山行随時 

活動内容：ハイキング、縦走、雪山登山、沢登り、

岩登り、アイスクライミングなどなど山に関する

ジャンルすべて 

穂高 ザイテン 

 

 

 

会の紹介：当会は、日帰りのハイキングから山小屋・

テント泊を伴う縦走、雪山登山、沢登り、岩登り、 

アイスクライミングなど、特定のジャンルにとら 

われることなく会員の好みと体力や実力に応じて 

幅広く自由な山登りを楽しんでいます。 

同時に、訓練(練習)山行や定例会の座学で、登山技 

術やセルフレスキューの技術や知識をブラッシュ 

アップしています。そして全員が山岳保険に加入

すると共に当会独自の遭難対策基金を保有してい 

ます。最近では安全や遭難対策の更なる充実を目

的として様々な IT の仕組みを取り入れています。 

また、会員が様々な事情で山に行けなくなった場

合には、また山に行けるようになったら気兼ねな

く復帰できる休会制度もあり、永くいられる居心

地の良い山岳会です。 

       

会員募集：インターネット情報網の発達により、昨

今は山登りに関する情報が身近になり、山岳会と

いう組織に入らずに登山を楽しまれている方も多

くなりました。そんな時代の中でも、山岳会は経験 

豊富なベテランから技術やノウハウの指導を受け 

て一歩づつステップアップすることができ、一緒 

に長く山を楽しむ仲間と出会える場です。  

入会希望は随時受け付けています。年齢や経験は 

問いません。未経験者・初心者の方も大歓迎です。 

ぜひ、お試し・お気軽に集会の見学においで下さい。 

 

☆☆ 浦和渓稜山岳会 ホームページ ☆☆ 

 http://www2.urawakeiryo.org/ 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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遠峰山岳会 

創 立：平成 11年 4月（1999年） 

代 表 者：天野 賢一 

会 員 数：合計 8名（男：8名）新入会員募集中 

連 絡 先：SMSCAホームページを参照下さい 

集  会：毎月第三水曜日  

集 会 場：2021年 4月からは Google Meetでの 

Web会議で行っています 

活動内容：縦走・沢登り・アルパインクライミング 

・冬山（雪山）・冬季登攀・アイスクライミング 

 

会の紹介：アルパインクライミングを中心として 

様々なジャンルの山行を年間通じて実施していま 

す。コロナウィルスの発生による影響により会の 

山行が実施できない状況が続いていますが集会に

て情報を共有しながら情熱を保ち続けています。 

 

会員募集：四季問わずクライミングを中心とした山

行を目指している方、経験、性別といません。 

・本拠地は埼玉県さいたま市ですが、県内だけでな 

く、他都県にも会員がいる山岳会です。 

・集会は Web会議で実施しています。 

☆☆ 遠峰山岳会 ホームページ ☆☆ 

 http://empo.s1.xrea.com/ 

谷川岳 東尾根 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

コロナ禍４連休の北岳バットレス 

参加者：大宮アルパインクラブ  

島崎修一、樋口友克、吉田雄一郎 

7/22(木) 芦安⇒広河原(設営)→B ガリー大滝ま

で偵察→広河原(泊) 

7/23(金) 広河原→Bガリー大滝→4尾根主稜→北

岳→広河原(撤収)⇒芦安 

 

リッジ登攀 マッチ箱をバックに 

今シーズンは東京オリンピック開催のための特

別な 7 月の 4 連休、しかも梅雨明け直後という絶

妙のタイミングで北岳バットレスにアタックして

きました。しかし考えることはみな一緒、コロナ禍

で予約制となった白根御池小屋のテント場は瞬時

に予約が埋まり、登山口の広河原にどうにかテン

ト場を確保、しかも翌日は広河原のテント場も予

約いっぱいで、アタック日は最終バスに間に合う

よう下山しなければならないという、バットレス

実質日帰り山行という過酷な条件に。参加メンバ

ー一同覚悟を決めて挑みました。 

1 日目は広河原山荘テント泊なので急ぐ必要は

ないものの、残雪の状況等偵察をしておきたいの

で、3:30 から並んで始発バスで広河原入り。バス

を降りて 5 分でテント場到着。コロナ禍で予約人

数を絞っているだけにテント場は広々ガラガラ状

態。木陰＆ベンチ＆テーブルのベスポジをゲット

し、ここに 1人１つずつ、3つのテントを囲むよう

に設営して最高のベースキャンプが完成です。 

一息ついて始発バスの登山者の群れが大方登山

道に吸い込まれていった後に偵察に GO。それでも

さすがに梅雨明け 4 連休初日なだけに大樺沢沿い

のルートは大賑わい。みんな大きな荷物を担いで 

暑い中大変な思いをして登っている中、軽装で涼

しい顔をして登れるのは、広河原ベースも悪くな 

いかも、とこの時は思いました。2時間半ほどで目 

印となるボルダー岩のあるバットレス沢(B 沢)に。 

ここから B･C 沢中間両付近にある踏み跡を辿って

30 分ほどで迷うことなく Bガリー大滝に到着。 

取付手前にわずかな残雪はあるものの問題にな

るものではなく、翌日アタック時はアイゼン不要

と判断。3 時間の行程なので 4:30 に到着できるよ

う 1:30 に出発することにしました。 

2日目は0時前に起床。真夏のベースで標高1500m

はやや寝苦しくて快眠できずじまい。何食だかわ  

からない食事を採って支度を済まし、1:20 出発。 

睡眠不足と昨日よりは重い荷物で足取りが重く、 

日の出時刻を過ぎた 5:00前に Bガリー大滝取付到

着。先行Ｐが登攀開始するところでした。 

会員投稿       

　http:/empo.s1.xrea.com/
　http:/empo.s1.xrea.com/
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アプローチシューズのまま、1P 目を樋口さん、

2P 目を島崎さんリードでＢガリー大滝をクリア。

辺りはきれいなお花畑ですがまだ先は長い。怪し

げな踏み跡に一部ルートを見失うも小尾根を乗越

してＣ沢へと下降。C沢には雪渓が残っていました

が、ギリギリかわしてヒドンスラブへ。時短のため

ロープを出さずにヒドンスラブを通過して、7:30

ようやく 4尾根主稜取付に。行動開始から 6時間、

ただでさえ長いバットレスのアプローチが広河原

ベースで一層長くなり、この時点ですでに達成感

らしきものを感じてしまいます。 

いよいよここからは快適なクライミングが続く

4尾根主稜。第 1の核心クラックを島崎さんのリー 

ドで始まり、3人でリードを交代しながら登攀を

進めていきます。前半戦は出だしのクラック以外

は難しいところがなく余裕の登攀です。3人でのシ

ステムは通常の 2 人でのつるべと比べてやはりや

や時間がかかってしまい、先行Ｐとの差が徐々に

開いていきます。ラッキーなことに当日の 4 尾根

主稜は登攀Ｐが少なく、我々が原因で渋滞を作る

ことはありませんでしたが、このシステムでもっ

とスムーズにできるようになることが課題です。

第 2 の核心、三角形の垂壁からがいよいよクライ

マックス。絶景の中、高度感抜群のリッジ登攀に懸

垂、ナイフリッジのトラバース、最終ピッチにして

第 3 の核心城塞ハングに至るまで、変化に富んだ

登りごたえのあるピッチが凝縮しています。 

D ガリー奥壁から多くの P が登攀していて城塞

ハング前で合流となるため、相当の順番待ちを覚

悟していましたが、運よく大きな待ちをせずに最

終ピッチまで抜けきることができました。 

ここまでですでに 12:30。思っていたよりも時間

がかかりました。本来なら達成感に浸りのんびり 

くつろぎたいところですが、16:40 の最終バスに間

に合うよう下山しなければなりません。北岳から 

広河原までのコースタイムは 3 時間 15分。登攀終

了点から一般ルート合流までは一面のお花畑を辿

る天国のようなところですが、ゆっくり堪能する 

余裕はなし。まだ余力のあった樋口さんのみが山

頂にタッチしてきましたが、島崎さんと私は山頂

もパスしてひたすら足を進めます。一般ルート合

流 13:00。八本歯のコルを経由するルートは北岳か

らの最短ルートなだけに一気に標高を下げていき

ます。一般ルートなので歩きやすいのですが、休み

無しにひたすら下り続けるのはなかなか体に堪え 

ます。努力の甲斐あって 15:30にテント場に到着。 

そそくさと撤収を済ませて、16 時過ぎに広河原の

バス乗り場に無事到着できました。行動時間約 15

時間、ハードながら充実のバットレス準日帰り山

行が完了しました。代償としてその後 1週間もの 

 

間激しい筋肉痛に苦しむことになりましたが、こ

れもまたいい思い出です！？  記 吉田 雄一郎 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

アルパインクライミング・レベルアップ研究会 

主 催：海外登山委員会 

期 日：令和４年１月 15日～16日 実施予定 

場 所：八ヶ岳 広河原周辺 

参加者：応募者 5名（確定済）＋海外登山委員 

 今秋参加募集をしたアルパインクライミング・

レベルアップ研究会を上記の日程で開催予定。 

海外登山委員会では近年協会内でもやや減少傾

向にあるアルパインクライミングの活動を、互い

に経験の機会を増やし、技術の交流・向上を図りな

がらレベルアップを目指す目的で企画しています。

またヒマラヤをはじめとする海外登山に不可欠な

アルパインの技術を高めあうことにより、将来の

遠征計画の立案や参加者の養成も目標としていま

す。来年度も募集を予定しておりますので皆様の

ご応募をお待ちしております。 

（海外登山委員 天野 賢一） 

 

        阿弥陀岳中央稜 

【編集後書】 

 終息が見えてきたコロナ禍、が油断せず対応せねば

ならない、マスク装着の全面解禁まで今一つ。町にも、

山にも活気が戻りつつあるという、広報誌に投稿され

る山情報も明るさが戻ってきた気がします。 

 まもなく新しき歳を迎えます、来年はより良き年で

有る事を心から祈ります。     広報委員会  

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆Ｓ◆Ｍ◆Ｓ◆Ｃ◆Ａ◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 
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